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○消防団長あいさっ ・平成21年 消防出初式

○橋爪商事㈱に消防団協力事業所表示証を交付

○岩手県消防操法競技会

○猪川小学校防火作品

〇ニューフェイス紹介
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新

し

い
年

を

迎

え

て

大
船
渡
・甲
蒲
防
団
長

允

室

暑

男

輝
か
し
い
平
成
21
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様

に
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

様
に
は
日
ご
ろ
よ
り
消
防
団
活
動
に
対
し
、
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
20
年
を
顧
み
ま
す
と
、
気
仙
地

区
支
部
消
防
操
法
競
技
会
、
海

フ
ェ
ス
タ
い
わ

て
、
岩
手
県
総
合
防
災
訓
練
な
ど
、
例
年
以
上

に
消
防
団
に
関
わ
る
大
き
な
行
事
が
多
い
年
で

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
無
事
成
功
裡
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
団
員
お
よ

び
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

火
災
に
関
し
て
は
、
抑
止
目
標
を

16
件
に
設

定
し
、
予
防
活
動
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
目
標

を
下
回
る
11
件
の
発
生
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
年
の
1
月
に
2
件
の
建
物
火
災

が
発
生
し
、
不
幸
に
も
焼
死
者
が
1
名
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
火
災
件
数
の
抑
止
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
地
域
の

皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
普
及
に
力
を
注
ぎ
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
を

出
さ
な
い
よ
う
予
防
活
動
の
徹
底
を
図

っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
橋
爪
商
事
株
式
会
社
様
が
、

消
防
団
活
動
な
ど
防
災
活
動
に
対
す
る
社
会
的

貢
献
が
評
価
さ
れ
、
大
船
渡
市
で
3
社
目
と
な

る
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
が
交
付
さ
れ
た

こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
く
心
強
い
限
り
で
あ
り

ま
す
。
昨
年
の
岩
手

・
宮
城
内
陸
地
震
、
岩
手
沿
岸

北
部
地
震
の
例
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
大

規
模
災
害
の
頻
度
が
高
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域
に
根

ざ
し
た
消
防
団
活
動
に
寄
せ
る
市
民
の
期
待
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
お
り
、

一
層
の
充
実

強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
も
と
、
平
成
21
年
は
、

「地
域

住
民
の
生
命

・
身
体

・
財
産
を
守
る
」
と
い
う

消
防
団
に
課
せ
ら
れ
た
本
来
の
使
命
を
あ
ら
た

め
て
か
み
し
め
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
活
動

強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
終
わ
り
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
、

平
成
21
年
が
災
害
の
な
い
明
る
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

、

平成21年 大船渡市消防出初式は、平成21年1月4日 、さかり中央通 り商店街と市民体育館を会場に開催

されました。商店街では、まとい組が勇壮な掛け声とともに先陣を切り、ラッパ隊の息の合った吹奏で消防

団員、婦人防火クラブ員、車両部隊が堂々と行進 し、沿道から熱い声援を受けました。

市民体育館では、式典に先駆けて消防団協力事業所表示証の交付が行われ、市長から橋爪商事(株)へ 表示

証が手渡されました。式典では、無火災分団表彰、ラッパ隊 ・まとい組員への表彰が行われたほか、ラッパ

隊の ドリル演奏とまとい振 りが披露され、詰め掛けた観衆を魅了しました。最後に、参加者全員で 「火の用

心」を三ロ昌し、防火、防災の先頭に立っ決意を新たにしました。
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一 一

平
成
21
年
1
月
4
日
、
大
船
渡

市
消
防
出
初
式
式
典
会
場
で
あ
る

市
民
体
育
館
に
お
い
て
、
消
防
団

協
力
事
業
所
表
示
証
が
、
橋
爪
商

事
㈱

(宮
澤
信
平
代
表
取
締
役
社

長

・
本
社

大
船
渡
町
字
欠
ノ
下

向
)
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

橋
爪
商
事
㈱
に
は
、
大
船
渡
市

消
防
団
員
が
14
名
在
籍
し
て
お
り
、

勤
務
中
に
お
け
る
消
防
団
活
動

へ

の
配
慮
や
、
防
災
活
動
を
と
お
し

た
社
会
貢
献
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

消
防
団
長
の
推
薦
に
よ
り
市
が
消

防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
し
ま
し

た
。
交
付
式
は
、
厳
粛
に
行
わ
れ
、

り
豫

粥

　

,
グ

ト

、

母,

州
』

巳
虹
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甘
竹
市
長
よ
り
表
示
証
を
受
領
す
る

宮
澤
代
表
取
締
役
社
長

(写
真
左
)

宮
澤
信
平
代
表
取
締
役
社
長
が
、

1
,
0
0
0
名
以
上
の
消
防
関
係

者
の
見
守
る
な
か
、
甘
竹
市
長
か

ら
表
示
証
を
受
領
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
平
成

19
年
3
月

よ
り
導
入
さ
れ
、
消
防
団
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
に
対

し
て
表
示
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

勤
務
中
に
お
け
る
団
員
の
消
防
団

活
動

へ
の
参
加
と
活
動
環
境
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お

け
る
協
力
事
業
所
の
社
会
貢
献
を

広
く
広
報
し
、
地
域
住
民
や
他
の

事
業
所
の
理
解
を
深
め
、
地
域
防

災
体
制
が
よ
り

一
層
充
実
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
太
平
洋
セ
メ
ン

ト
㈱
大
船
渡
工
場

(
平
成

19
年
3

月
)
と
、
龍
振
鉱
業
㈱
(平
成
19
年

9
月
)
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

:

・
*

:

・
*

:

・
*

:

・
*

・
:

*

・
:

消
防
団
で
は
、
今
後
も
引
き

続
き
事
業
所
に
対
し
消
防
団
活
動

へ
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
消
防
団
員
の
確
保
に

向
け
、
積
極
的
に
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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全
国
防
楽

裂
タ
躍
割
冴
吻
副
徳
罎

佳
傷
瞳
《
選

全
日
本
消
防
人
共
済
会
が
主
催
す
る
平

成
20
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

大
船
渡
市
立
第

一
中
学
校

(今
野
洋

二
校

長
)
の
西
園
理
沙
さ
ん
(
3
年
)
の
作
品
が

佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
、
全
国
各
都
道
府
県
消
防
協
会
な

ど
の
厳
し
い
審
査
を
経
て
推
薦
さ
れ
た
醜

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
県
か

ら
は
、
2
作
品
が
推
薦
さ
れ
、
こ
の
う
ち

西
園
さ
ん
の
作
品
が
佳
作
8
点
の
ー
つ
に

入
り
ま
し
た
。

作
品
は

「火
の
不
始
末
か
ら
火
事
が
起

き
、
手
遅
れ
に
な

っ
て
す
べ
て
を
失
う
こ

と
を
表
現
し
た
」
と
語
る
西
園
さ
ん
。
青

や
赤
の
大
胆
な
配
色
が
印
象
深
く
、
誰
が

見
て
も
意
図
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

西
園
さ
ん
は
、
昨
夏
の
第
45
回
全
国
中

学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
全
国
銅

賞
に
輝
き
、
ポ

ス
タ
ー
作
品
で
高
い
評
価

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
作
品

は
、
岩
手
県
消
防
協
会
が
発
行
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

「防
火
の
知
識
」
今
年
度
版
の

表
紙
に
も
使
わ
れ
、
火
災
予
防
運
動
な
ど

で
県
内
各
地
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
西

園
さ
ん
は
、

「受
賞
を
伝
え
ら
れ
て
び

っ

く
り
し
ま
し
た
。
3
年
間
ポ

ス
タ
ー
に
取

り
組
ん
で
き
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に

掲
載
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。
と
て
も
う
れ

し
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

自
■
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翻ξお3お
Jj哩ポンプの部第5翁 団第3部 が出帽ポンプ里の部第5翁 団第2部 、

平
成
20
年
8
月
8
日
、
岩
手

県
消
防
学
校

(矢
巾
町
)
に
お
い

て
、
第
36
回
岩
手
県
消
防
操
法

競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
船
渡
市
消
防
団
か
ら
は
、
先

に
行
わ
れ
た
平
成
20
年
度
気
仙

地
区
支
部
消
防
操
法
競
技
会
で

出
場
権
を
勝
ち
取

っ
た
、
ポ
ン

プ

車

の
部
第
5
分
団
第

2
部

(蛸
ノ
浦
)
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

第
5
分
団
第
3
部
(清
水
)
の
2

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
も
、
気
仙

地
区
の
代
表
と
し
て
、
規
律
の

と
れ
た
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、

第
5
分
団
第
3
部
が
小
型
ポ

ン

プ
の
部
で
準
優
勝
と
い
う
好
成

績
を
お
さ
め
、
指
揮
者
の
鈴
木

雅
樹
さ
ん
が
最
優
秀
選
手
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
主
催
者
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
大
船
渡
市
消
防
団
ラ
ッ

パ
隊
も
吹
奏
披
露
の
た
め
、
千

葉
桂
隊
長
の
指
揮

の
も
と
、
長

期
間
の
訓
練
を
経
て
競
技
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
左
ペ
ー
ジ
に

三
浦
智
昭

、盈

指
揮
者

東

信

一

《
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に

一
言
》

三
ヵ
月
間
あ
り
が
と
う
。

み
ん
な
の
支
え
に
感
謝
し
ま
す
。

回

童
1
番
員

東

善

和

《
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に

一
言
》

辛

い
時
、
み
ん
な
の
フ
ォ
ロ
ー
の
お
か

げ
で

最
後
ま
で
や
り
通
せ
ま
し
た
。

直
2
番
員

新

沼

圭
史
郎

《今
後
の
意
気
込
み
》

み
ん
な
と
の
絆
を
胸
に
、
頼
り
に
な
る

団
員

を
目
指
し
て
、
日
々
精
進
!

/τ 醗=一

里
3
番
員

東

陽

祐

《
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に

一
言
》

も
う
少
し
、

一
緒
に
操
法
を
や
り
た
か

っ
た
。

/<薩 、
　　 ロ

盈
4
番
員

崎

山

宰

《
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に

一
言
》

忘
れ
ら
れ
な

い
、

思
い
出
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

、
,庫
紬
.曝

灘

灘

凱

町

亀

聖

耐

肋

幽ぞ

鯛
鶴
魍

指
揮
者

鈴

木

雅

樹

《う
れ
し
か

っ
た
こ
と
》

選
手
最
後

で
、

最
優
秀
選
手
賞
を

い
た
だ
い

た
こ
と
で
す
。

㌦
働.

孝

薩

1
番
員

古

内

清

満

《
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に

一
言
》

最
後
ま
で
、
協
力
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ゆ
ト
ト
ロ
し
ノ
　

　

な
　

レ
　
が

　

ヨ

㎡

.墾

鰯ト

2
番
員

志

田

浩

樹

《
今
後
の
意
気
込
み
》

こ
れ
ま
で
教
え

て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
、

輩
に
教
え
て
い
き
た
い
で
す
。

後

⑲.「

3
番
員

藤

原

淳

《
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に

一
言
》

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

い
た
部
員
の
み
な
さ

ん
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

選手たちの勇姿

工

コ　 　 り　 の ロ 　 　　 　

操法開始の合図を待つ選手たち

…

、
持

、
?

騨

　

ロ

4噂

曾
》

辮

一
㌦

鰐

興

『
.

二
「

講

-

一

.

聾
繁
費

ロ

セ

ヤ

』
選幽醸

　
葦
駅

、

義

ミ
》∴
凋 」ha

 

ラ

ッ
パ
長

の
感
想

を

掲
載

し
ま

し
た
の
で
、

ご
覧

く
だ

さ
い
。

ぞ『箭

『

準優勝旗を掲げ集合する第5分 団第3部 員



県
下
消
防
入
に
魅
せ
た
ラ
ッ
パ
吹
奏

大
船
渡
市
消
防
団

ラ
ッ
パ
長

三

浦

智

昭

大
船
渡
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
は
、

平
成

20
年
8
月
8
日
、
岩
手
県
消

防
学
校

(矢
巾
町
)
で
開
催
さ
れ
た

岩
手
県
消
防
操
法
競
技
会
に
お
い

て
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
を
披
露
し
た
。

私
た
ち
ラ
ッ
パ
隊
は
消
防
団
の

中
で
も
特
に
活
動
期
間
が
長
く
、

出
初
式
、
春
と
秋
の
消
防
演
習
、

そ
し
て
消
防
操
法
競
技
会
な
ど
の

訓
練
期
間
だ
け
で
、
年
問
2
ヵ
月

以
上
に
及
ぶ
。
『
そ
の
練
習
の
成

果
を
全
県
の
精
鋭
に
見
せ
付
け
て

や
ろ
う
』
そ
う
思

っ
た
。

三
陸
公
民
館
(三
陸
町
越
喜
来
)

で
、
仕
事
を
終
え
た
後
毎
日
2
時

間
訓
練
を
行

っ
た
。
暑
い
さ
な
か
、

仕
事
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
隊
員
た

ち
の
あ
ふ
れ
る
ガ
ッ
ツ
で
訓
練
は

続
け
ら
れ
た
。

大
舞
台
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、

自
分
た
ち
の
持
て
る
す
べ
て
を
注

ぎ
込
ん
で
、
最
高

の
演
奏
を
披
露

す
る
の
だ
。

一
人
ひ
と
り
が
胸
に

抱
い
た
誇
り
の
た
め
に
。

横
溢
す
る
情
熱
が
、
激
情
と
な
っ

て
ほ
と
ば
し
り
、
よ
り
良
い
も
の

を
作
り
上
げ
る
と
い
う
崇
高
な
使

命

へ
と
、
さ
ら
に
昇
華
し
て
い
っ

た
の
だ
。
大
船
渡
市
全
体
が
海
フ
ェ

ス
タ
に
沸
き
立

つ
中
、
隊
員
た
ち

は
人
知
れ
ず
努
力
を
重
ね
て
い
っ

た
。や
が
て
ー
ヵ
月
に
わ
た
る
練
習

が
終
わ
り
、
7
月
25
日
に
大
会
が

行
わ
れ
る
予
定
だ

っ
た
。
し
か
し
、

7
月
24
日
に
発
生
し
た
岩
手
県
北

部
地
震
の
影
響
で
、
大
会
が
8
月

8
日
に
延
期
さ
れ
た
。
隊
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
下
が
る
ど
こ
ろ

か
、
よ
り
演
奏
の
精
度
を
高
め
て

大
会
の
当
日
を
迎
え
た
。

当
日
は
晴
天
で
あ
っ
た
。
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
で
覆
わ
れ
た
消
防
学
校

の
校
庭
は
、
競
技
の
放
水
で
濡
れ
、

想
像
以
上
に
蒸
し
暑
か
っ
た
。

じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗
が
滲
む

悪
条
件
の
下
、
私
た
ち
は
そ
れ
を

上
回
る
気
迫
で
の
吹
奏
、
ド
リ
ル

吹
奏
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

す

べ
て
は
積
み
上
げ
て
き
た
練
習

の
賜
物
で
あ
る
。

終
わ
り
に
、
大
会
に
参
加
し
た

隊
員
は
選
抜
さ
れ
た
25
名
で
し
た

が
、
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た
多
く

の
隊
員
、
千
葉
ラ
ッ
パ
隊
長
、
杉

山
副
隊
長
、
激
励
を
い
た
だ
い
た

団
長
、
団
本
部
、
各
分
団
本
部
の

み
な
さ
ま
、
諸
先
輩
の
方
々
、
す

べ
て
の
方
の
お
力
添
え
で
、
こ
の

演
奏
が
披
露
で
き
ま
し
た
。
こ
の

.
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

0

翼
籍
薮
議
馨
含
臨

平
成

20
年

11

月

27

日
、

■
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ

パ
レ
ス
ま

る
し
ち
」

に
お

い
て
大

消

友

の
会

(氏
家
靭

一
会
長
)
主

催

で
、

平

成

18

年

秋

か
ら

平

成

20

年

春

の

叙

勲

で
受

章

さ
れ
た
9

名

の
方

々
の

「
叙

勲

・
褒

章

受

章

祝

賀

会

」

が

中

村

中

飛

嬢

編、

慧
謡

燕

鷲擁

塗

:
《
ー

k

瑞
宝
単
光
章

消

防

功

労

ー

18

年

秋

新

沼

隆

瑞
宝
単
光
章

消

防

功

労

18

年

秋

志

田

長
四
郎

瑞
宝
単
光
章

消

防

功

労

19

年

春

平

節

夫

瑞
宝
双
光
章

更
生
保
護
功
労

19

年

春

千

葉

昭

二

瑞
宝
双
光
章

学
校
保
健
功
労

19

年

秋

伊

藤

悠
紀
智

瑞
宝
単
光
章

消

防

功

労

19

年

秋

大

畑

信

吾

瑞
宝
双
光
章

消

防

功

労

20

年

春

佐

藤

立

瑞
宝
単
光
章

消

防

功

労

20

年

春

菅

原

公

男

藍

綬

褒

章

統
計
調
査
功
績

20

年

春

圖



ム
フ
年
度
は
猪
川
小
学
校

(鈴
木
千
恵
子
校

長
)
の
児
童
た
ち
が
防
火
写
生
お
よ
び
防
火
標

語
を
作
成
し
ま
し
た
。

防
火
写
生
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
消
防
車
の

絵
を
上
手
に
仕
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
数
多
く

の
作
品
の
中
か
ら

=
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
ト
L
フ
も
放
っ
て
お
け
ば

お
こ
つ
ち
ゃ
う

4
年
1
組

伊

藤

由

気
を
付
け
ろ
火
は
世
界

一
の

ド
ロ
ボ
ウ
だ

4
年
2
組

千

葉

菱

楽
し
い
なだ
け
ど
花
火
も
ご
用
心

5
年
1
組

止虻
谷

百

火
遊
び
をし
な
い
と
ち
か
う
約
束
を

5
年
2
組

金

里

典

コ
ン
セ
ン
ト
ほ
こ
り
積
も
つ
て

火
事
の
も
と

6
年
1
組

吉

田

達

也

火
遊
び
は
火
事
に
つ
な
が
る

最
初
の

一
歩

6
年

2
組

柴

田

聖

雅

真剣に写生する児童のみなさん

 

お
て
つ
だ
い
最
後
に
自
几よ
う

ガ
ス
の
ぜ
ん

4
年
1
組

永

山

明

穂

火
事
こ
わ
い

お
も
い
で
も
え
る

ゆ
め
も
え
る

4
年
2
組

伊

藤

諒

火
の
用
心み
ん
な
で
守
つ
て

火
事
な
く
す

5
年

1
組

大

諌

洋

輝

少
し
く
ら
い

心
の
ゆ
る
み
火
事
の
も
と

5
年

2
組

宇

部

里
奈
子

花
火
は
ね場
所
と
ま
わ
り
に

気
を
つ
け
ろ

6
年

1
組

及

川

修

平

危
険
だ
よ放
つ
て
お
い
た

小
さ
な
火

6
年
2
組

麓

真

妃

主写火防
瓢

一卿

騨
書

へ
慌㌧

幾こ

通
毒癖継

蝦

暫
難
響

甥

.

,搬,

1簸
ρ
墾

噛,

饗!
～

'ξ

融

鼎

・

鞭

　
輔

、
臨
斑

ハ
蝿

.。」も

白
購魂聾

に た こう き

1年1組 仁 田 恒 輝 くん
がく

岳 くん2年1組
きん の

金 野
いし ばし り く

3年1組 石 橋 璃 久 くん

醸 了

さ とう しん じ

1年2組 佐 藤 慎 慈 くん
きん の ゆき こ

2年2組 金 野 雪 子 ちゃん
かん の る か

3年2組 菅 野 瑠 佳 ちゃん

囹
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齢二71-7τ イ顯 醗1
所属

第4分 団

第5部
氏名

志 田 悠 馬

年齢19歳

特技 運動

好きな女性のタイプ

優しい人

先輩から一言

社会人1年 目で、仕事に

消防と大変だと思いますが、
みんなで楽しくやって行きま

しょう。

● 静㌦
書 繍灘
特技 バドミントン

好きな女性のタイプ

笑顔が素敵な人

先輩から一言

活動に積極的に参加し、

経験を積み重ね、今後入団
する団員の手本となってほし
い。

所属

第3分 団
第1部

氏名

平 剛 次

年齢30歳

特技 ダイエット

好きな女性のタイプ
ゴハンを残さないで食べる

子

消防団に対しての希望

精一杯頑張りますので、
ご指導のほどよろしくお願い

します。

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

。

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

地

域
の
た
め
に
、

新

入
団
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で

㊥熱
Aib年 齢19歳

特技 野球

好きな女性のタイプ

優しい人

消防団に対しての希望

色んなことに挑戦してみた
い。

先輩から一言

皆で楽しく頑張りましょう。

所属

第2分 団

第2部
氏名

平 山 学

年齢23歳

特技 サッカー

好きな女性のタイプ

ひかえめな人

消防団に対しての希望

2分 団1そ して第2部!!最

高です。 これ からもよろしく

お願いします。

命拠
「臨,欠 畑 学

麺感贈 ㌧ 年齢26歳

所属

第6分 団

第2部
氏名

千 葉 貴 幸

年齢19歳
特技 スポーツ

好きな女性のタイプ

明るい女性

消防団に対しての希望

操法競技会で優勝!

先輩から一言

お父さんのような、『熱い』

消防団員になってください。

特技 釣り

好きな女1生のタイプ

かわいい女性

消防団に対しての希望

若い人が入れる環境

先輩から一言

よろしくお願いします。

所属

第11分 団

第4部

氏名

古 水 大 喜

年齢21歳

特技 人間観察

好きな女性のタイプ

明るい人

消防団に対しての希望

女性団員が増えますよう
に。

所属

第1分 団

第4部

氏名

新 沼 卓 也

年齢28歳

特技 運転

好きな女性のタイプ

奥さん

先輩から一言

朝早くから夜遅くまで仕事

も大変な中、消防の活動に

参加してくれて感謝します。

Alf'iigigB
噸 ・ 氏名

』 』 志田孔徳
年齢28歳

特技 ホース巻き

好きな女性のタイプ

気の強い人

消防団に対しての希望

市民のみなさんが、安心し

て暮らせるような地域にして

ほしいです。

所属

第10分 団

第5部

氏名

道 下 雄 平

年齢19歳

特技 バスケットボール

好きな女性のタイプ

優しい人

笑顔が素敵な人

消防団に対しての希望

頑張りますので、よろしくお

願いします。

ら

Lソ

住宅用火災i警報器の設置毯囎 曝
えつ、まだです弁 …

気仙地域では、設置率が非常に高い地域もありますが、大船渡市内

では、地区により大きな差が見られます。

経過措置期間(平成23年5月31日)が まだと油断せず1

ます、あ谷たの家弁ら

住宅爾`K災 警報器を殼置して下ざい!

避 沙

呂

國



『
消
防
団
員
募
集
4

』

消
防
団
は
、

「自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
で
活
動
し
、
地
域
に
お
け

る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
住
民
の
安
全
と
安
心

を
守
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

◎
消
防
団
員
の
待
遇

消
防
団
員
は
、
権
限
と
責
任
を
有
す
る
非
常
勤
の
地
方

公
務
員
で
す
。
普
段
は
仕
事
を
も
ち
な
が
ら
郷
土
愛
護
の

精
神
に
よ

っ
て
活
動
し
て
お
り
、
公
務
災
害
補
償
等
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
額
報
酬
や
出
動
手
当
、
退
団
時

に
は
退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
や
、
消
防
団

へ
の
入
団

を
希
望
す
る
方
は
、
地
域
の
消
防
団
員
、
ま
た
は
大
船
渡

消
防
署

・
三
陸
分
署

・
綾
里
分
遣
所
に
そ
の
旨
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

・
…
趨

纒

舞

ー
ー

大
船
渡
消
防
署

智
2
7
査

1
1
9

三
陸
分
署

智
4
4
-2
1
1
9

綾
里
分
遣
所

昼
4

2
-2
1
1
9

事災害に強い
まちを目指 して
～岩手県総合防災訓練～

_翌 灘 夷
'獣= _= 一 　 ㌦ 翫_

ノ=一 一 一 一=一 と諜

船舶火災消火訓練の様子

平成20年10月19日 、岩手県総合防災訓練が盛川河川敷公園や野々

田ふ頭なとを主会場 に行われました。宮城県沖を震源とする震度6

弱の地震の発生と津波の襲来なとを想定 した訓練には、県や市の関

係機関、自衛隊、自主防災組織なと78の機関、約1万 人が参加。高

台への避難訓練、 ヘ リ

コプ ター による空 中消
一
、 .・ 火訓練、倒壊建物か らの璽
避 一 鷹ゴ'負 傷者救出訓 練な と63

.騨 羅 獲 霧 碧騨 驚篇高
は、住 田町消防団 と協

力 して遠距離 送水訓 練

や船舶 火災消火訓練 な

とを行いました。

」
h
」-目
U
n
旨
い
9

、

M日
呂
穏
日
熱

顛
島湾
、
、団
f

酎

-
鴎
旧
目
ー
」

 

平
成
20
年
度
消
防
団
長
等
幹
部
研
修
会

平
成

21
年
1
月

27
日
、
ホ
テ
ル

千
秋
閣

(花
巻
市
)
に
お
い
て
、
平

成

20
年
度
消
防
団
長
等
幹
部
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
市

の

紀
室
団
長
も
参
加
し
、
『
消
防
団
員

の
確
保
対
策
』
に

つ
い
て
活
動
事

例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

発表する紀室団長

¢》 平成20年O

火 災 件 数
平 成20年1月1日 ～12月31日

建物 火 災 5件

林 野 火 災 4件

車 両 火 災 0件

船舶 火 災 0件

その他火災 2件

合 計 11件

出動延人員 1,146人

 

)

OO

～
-團

集

壇

よ
回

ノ

今
年
の
出
初
式
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

ま
た
沿
道
か
ら
は
大
勢

の
市
民
の
方

々
よ

り
あ
た
た
か
い
激
励
を
い
た
だ
き
大
変
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
に
入
り
す
で
に
2
件

の
建

物
火
災
が
発
生
し
、
1
名

の
尊
い
命
が
失

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
に
な
り
ま
す

の
で
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
夜
警
巡
回
し
て
い
る
消
防
車

の
鐘

の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
も
う

一
度
火

の
元
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
、

75
名
も
の
団
員
が
新

た
に
入
団
し
て
お
り
、
消
防
団
員

一
同
心

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
未
来
を
担
う

消
防
団
員
た
ち
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

「消
防
団
だ
よ
り
」
も
第

11
号
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
充
実
し
た
広
報
誌
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
ご

要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
団
本
部
ま
で

ご

一
報
い

顯

'
'

た
だ
け
れ

ば
幸
い
で

す
。
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